
団結して良い賃金・労働条件を勝ち取ろう！

新中央委員 神村成氏

組合員の代表として真剣に討議する中央委員の皆さん

挨拶をする菊池執行委員長

２
０
１
５
年
２
月
８
日(

日)

９
時
～
、
２
０
１
号
室
に
て
第
４
０

期
第
１
回
中
央
委
員
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
中
央
委
員
会
で
は
、
先
日
の
明
番
集
会
で
組
合
員
の

み
な
さ
ん
か
ら
出
し
て
頂
い
た
意
見
を
、
２
月
５
日(

木)

の
執

行
委
員
会
で
討
議
し
、
「２
０
１
５
年
春
闘
要
求(

案)

」
を
提
案

致
し
ま
し
た
。

筒
井
副
執
行
委
員
長
よ
り
「皆
さ
ん
は
組
合
員
４
８
６
名
の

代
表
と
し
て
選
ば
れ
た
１
６
名
で
す
。
自
覚
を
持
っ
て
発
言
を

し
て
く
だ
さ
い
」
と
開
会
の
挨
拶
が
あ
り
、
続
い
て
議
長
・
書
記

の
選
任
を
行
い
ま
し
た
。

議
長
に
は
鈴
木
正
徳
氏
、
書
記
に
は
高
田
知
義
氏
が
選
任

さ
れ
ま
し
た
。

福
島
書
記
長
よ
り
、
「
１
２
月
２
７
日
に
退
職
さ
れ
た
元
中

央
委
員
の
名
塚
雄
二
氏
に
代
り
、
神
村
成
氏(

５
１
５
１)

を
中

央
委
員
に
任
命
し
、
補
充
す
る
こ
と
を
２
月
５
日
の
執
行
委
員

会
で
決
定
し
ま
し
た
」
と
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

菊
池
執
行
委
員
長
よ
り
、
神
村
成
氏
に
中
央
委
員
の
「
任
命

証
」
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

神
村
成
氏
が
加
わ
り
、
定
数
１
６
名
中
、
出
席
１
４
名
、
欠

席
２
名
、
委
任
状
２
通
と
出
欠
状
況
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

「
組
合
規
約
第
１
８
条
➃
中
央
委
員
会
は
構
成
員
の
３
分
の

２
以
上
の
出
席
を
以
て
成
立
し
、
議
事
は
出
席
中
央
委
員
の

過
半
数
の
賛
成
で
決
し
、
可
否
同
数
の
場
合
は
議
長
が
こ
れ
を

決
す
る
。
」
と
鈴
木
議
長
が
、
第
１
回
中
央
委
員
会
が
成
立
し

て
い
る
こ
と
を
宣
言
し
ま
し
た
。

【菊
池
執
行
委
員
長
の
挨
拶
】

「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
。
明
け
の
と
こ
ろ
ご
苦
労
様
で
す
。

タ
ク
シ
ー
の
情
勢
で
は
、
国
交
省
が
「
特
定
地
域
の
指
定
基

準
」
を
示
し
て
き
ま
し
た
が
、
内
容
は
東
京
・
名
古
屋
や
地
方

都
市
を
意
図
的
に
外
す
為
の
基
準
を
出
し
て
き
ま
し
た
。
１
月

３
１
日
に
は
改
正
法
の
目
的
で
あ
る
「
労
働
者
の
賃
金
・労
働

条
件
の
改
善
」
を
無
視
し
て
、
東
京
も
含
む
全
国
の
７
０
％
以

上
の
地
域
が
特
定
地
域
に
指
定
さ
れ
な
い
基
準
が
強
行
さ
れ

ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
行
政
の
姿
勢
は
絶
対
に
許
し
ま
せ
ん
。

東
洋
交
通
で
は
一
昨
年
の
１
１
月
に
賃
金
改
定
し
た
後
、
全

体
的
に
売
上
が
底
上
げ
さ
れ
、
日
本
交
通
の
グ
ル
ー
プ
の
中
で

も
台
あ
た
り
の
営
収
が
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
で
、
収
益
も
か
な
り
上

が
っ
て
い
る
と
聞
い
て
い
ま
す
。
世
の
中
の
情
勢
が
厳
し
い
中
で
、

東
洋
交
通
で
は
と
て
も
良
い
状
況
で
あ
る
こ
と
に
違
い
は
あ
り

ま
せ
ん
。
今
回
の
春
闘
要
求
も
実
現
に
向
け
て
進
め
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
の
で
、
審
議
を
お
願
い
し
ま
す
。
」
と
述
べ
ま
し

た
。続

い
て
、
福
島
書
記
長
よ
り
【
２
０
１
５
春
闘
要
求(

案)

】
に
つ

い
て
、
先
日
の
明
番
集
会
で
組
合
員
の
方
か
ら
出
し
て
頂
い
た

意
見
を
ま
と
め
、
２
月
５
日
の
執
行
委
員
会
で
討
議
し
、
変
更

し
た
内
容
も
合
わ
せ
て
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

２
．
労
働
補
償
の
要
求

①
「
羽
田
定
額
」
「
成
田
定
額
」「
Ｔ
Ｄ
Ｒ
定
額
」
は
、
メ
ー
タ
ー

料
金
で
賃
金
計
算
を
行
う
こ
と
。

②
「
Ａ
空
転
」
の
補
償
は
、
迎
車
料
金
も
含
め
営
収
に
入
れ
る

方
式
に
変
更
す
る
こ
と
。

(

変
更
案)

①
「
羽
田
定
額
」
「
成
田
定
額
」「
Ｔ
Ｄ
Ｒ
定
額
」
は
待
機
時
間
も

含
め
て
、
法
令
ど
お
り
の
メ
ー
タ
ー
操
作
を
行
い
、
メ
ー
タ
ー

料
金
で
賃
金
計
算
を
行
う
こ
と
。

②
全
て
の
無
線
空
転
は
完
全
補
償
と
し
、
迎
車
料
金
も
含
め

営
収
に
入
れ
る
方
式
に
変
更
す
る
こ
と
。

４
．
「
一
律
３
割
の
減
車
」
を
行
う
よ
う
、
そ
の
先
陣
を
切
る
と

共
に
、
「
３
割
の
減
車
」
を
他
社
に
も
働
き
か
け
る
こ
と
。

５
．
ス
タ
ッ
ド
レ
ス
タ
イ
ヤ
の
４
輪
装
着
の
要
求(

１
２
月
～
３

月)公
共
交
通
機
関
と
し
て
の
義
務
と
責
任
を
果
た
す
為
、
１
２

月
～
３
月
の
期
間
は
ス
タ
ッ
ド
レ
ス
タ
イ
ヤ
を
常
時
４
輪
装
着

す
る
こ
と
。

(

変
更
案)

順
序
の
入
れ
替
え
（
４
、
５
の
入
れ
替
え
）

４
．
ス
タ
ッ
ド
レ
ス
タ
イ
ヤ
の
４
輪
装
着
の
要
求(

１
２
月
～
３

月)公
共
交
通
機
関
と
し
て
の
義
務
と
責
任
を
果
た
す
為
、
１
２

月
～
３
月
の
期
間
は
ス
タ
ッ
ド
レ
ス
タ
イ
ヤ
を
常
時
４
輪
装
着

す
る
こ
と
。

５
．
「
一
律
３
割
の
減
車
」
を
行
う
よ
う
、
そ
の
先
陣
を
切
る
と

共
に
、
「
３
割
の
減
車
」
を
他
社
に
も
働
き
か
け
る
こ
と
。

(

全
て
の
春
闘
要
求
に
つ
い
て
は
、
裏
面
に
記
載
致
し
ま
す
。)

【質
疑
応
答
】

●
失
効
分
の
有
給
買
い
取
り
に
つ
い
て
、
明
番
集
会
で
た
く
さ

ん
意
見
が
出
て
い
ま
し
た
が
、
春
闘
要
求
に
は
入
れ
な
か
っ
た

の
で
す
か
？

(

執
行
部)

今
回
は
要
求
を
見
送
り
ま
し
た
。
一
昨
年
の
賃
金
改
定
で
、

４
ヶ
月
５
１
勤
務
乗
務
し
た
者
に
対
し
、
１
ポ
イ
ン
ト
５
，
０
０

０
円
を
支
給
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
年
間
で
３
回
ポ
イ

ン
ト
が
つ
け
ば
１
５
，
０
０
０
円
が
支
給
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
に

な
り
ま
す
。
有
給
を
使
用
し
な
い
人
に
は
、
賃
金
面
で
の
評
価

を
出
し
て
い
ま
す
。

東
洋
交
通
の
場
合
は
、
現
在
有
給
の
取
得
率
が
７
割
ほ
ど

あ
り
ま
す
。
今
後
、
有
給
の
取
得
率
が
も
っ
と
下
が
り
、
失
効

す
る
有
給
が
増
え
た
時
に
は
要
求
に
入
れ
た

い
と
思
い
ま
す
。

第
４
０
期

第
１
回
中
央
委
員
会

裏
面
に
続
く

神村成氏に任命書を手渡す菊池執行委員長

２０１５年春闘要求


